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市
で
は
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
が
で
き

る
こ
と
を
目
指
し
、
地
域
福
祉
計
画

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
計

画
は
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
福
祉
を
進

め
て
い
く
上
で
市
民
、
事
業
者
、
行

政
が
協
働
で
取
り
組
む
内
容
を
明
ら

か
に
す
る
計
画
で
す
。

　
平
成
18
年
８
月
か
ら
策
定
委
員
会
、

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
の
中
で

検
討
を
重
ね
、
地
域
福
祉
計
画
素
案

が
で
き
ま
し
た
。

　
計
画
策
定
の
前
に
よ
り
広
い
検
討

を
行
う
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

意
見
・
提
案
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
限
　
12
月
26
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
（
消
印
有
効)

■
素
案
の
公
表
方
法

　
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課
、
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課
で
閲
覧
で
き
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
希
望

者
に
は
郵
送
で
計
画
素
案
の
配
布
も

行
い
ま
す
。

■
提
出
方
法

　
様
式
は
自
由
で
す
。
必
ず
住
所
・

氏
名
（
団
体
）
・
電
話
番
号
を
明
記

し
て
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・

直
接
持
参
の
い
ず
れ
か
で
、
社
会
福

祉
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉

課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
意
見
・
提
案
な
ど
の
取
り
扱
い

　
市
の
考
え
方
を
整
理
し
た
上
で
、

住
所
、
氏
名
な
ど
を
除
き
意
見
の
募

集
結
果
と
し
て
後
日
、
公
表
し
ま
す
。

■問
〒
３
９
９-

８
３
０
３

安
曇
野
市
穂
高
９
１
８
１

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課

　(

℡
81
・
０
７
１
６ 

FAX
81
・
０
７
０
３)

　shakaifukushi@
city.azum

ino.nagano.jp 

有明保育園改築説明会・ワークショップを開催

現在の有明保育園

　市では、老朽化した有明保育園の改築を平成20年度に予
定し、２園に分園するとともに、未満児の受け入れもでき
るように計画しています。今後の計画や設計案についての
説明をするとともに、ワークショップを開催し、改築する
保育園に対しての意見などをお聞きします。

■日時　12月8日（土）　午後７時～
■場所　穂高健康支援センター
※当日は託児がありますので、将来の入園を希望する保護

者の皆さんなどお気軽にご参加ください。
■問穂高健康支援センター内児童保育課（℡81・0728 FAX81・0703）
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広報　あづみの　年末年始ガイド

市役所は、12月29日（土）から1月3日（木）まで閉庁になります。

新年は、1月4日（金）から平常どおりの業務を行います。

また、市内の主な施設の年末年始の休業日は左表（３ページ）のとおりです。

～ 歳末市税等納税促進強化期間と市税・料金等休日窓口開設 ～

市役所・各総合支所の一般業務

市税・使用料などの納め忘れはありませんか？

ごみ収集、し尿・雑排水の汲み取り

仕事納め　12月28日（金）午後５時15分まで通常通りの業務を行います。

仕事始め　１月４日（金）から通常どおりの業務を行います。

※火葬の予約や戸籍の届け出は、年末年始の間も各総合支所で受け付けますが、本庁舎

　では、受け付けません。

　市民の皆さんの生活を支える大切な自主財源を確保するため、12月30日（日）までを

「歳末市税等納税促進強化期間」として、納め忘れの市税・使用料などの納税にご協力

をお願いしています。市税・使用料などは、12月28日（金）までに各総合支所税務会計

係、お近くの金融機関、ゆうちょ銀行・郵便局で納入をしてください。また、次のとお

り市税・料金等休日窓口を開設しますので、ご利用ください。

■開設日時　12月30日（日）　午前９時～午後４時

■開設場所　各総合支所国保年金係の窓口

※所得証明・納税証明書などの各種証明書の発行は行いません。

【市税に関すること】　豊科総合支所内総務部収納課（℡72・3111 FAX72・8340）

【水道料・下水道使用料・受益者負担金に関すること】

　　　　　　　　　　　豊科総合支所内上下水道部業務課料金担当

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（℡72・3111 FAX72・8340）

【国民健康保険税に関すること】　穂高総合支所内市民課国保年金担当

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（℡82・3131 FAX82・6622）

【介護保険料に関すること】　穂高健康支援センター内高齢者介護課介護保険係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（℡81・1636 FAX81・0703）

ごみ収集　計画的にごみを出すようにしましょう

　年末は、ごみが多量に出ます。各家庭に配布した「ごみカレンダー」をご確認いただ

き、休みの前に計画的にごみを出すようにしましょう。また、休みの期間中はごみの集

積所にごみを出さないようにしましょう。

し尿・雑排水　汲み取りのお申し込みはお早めに

　ごみと同様に、年末になると臨時の汲み取りの申し込みが多くなりますので、早めに

お申し込みをお願いします。

デマンド交通「あづみん」
市内を走るデマンド交通「あづみん」と定時定路線は、次のとおり運休になります。

◆運休期間　12月29日（土）～1月3日（木）
※利用の申し込みも休みになります。新年の利用申し込みは、
　1月4日（金）からです。
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市役所業務�

市役所・総合支所� �

穂高健康支援センター・各保健センター�

(住民票・印鑑証明書自動交付機を含む）�

豊科ふれあいホール�          

明科子どもと大人の交流学習施設（ひまわり）�          

小倉診療所�          

安曇野市夜間急病センター�   � 　     12／30～１／３�      

穂高老人保健センター�          12／30～１／３　※30日は午後3時まで�      

豊科葬祭センター�     � � 12／31～１／３�     

安曇野市地域職業相談室�     � 12／29～１／３�     

入浴・体験・交流施設�          

あづみ野ガラス工房�          � � 12／26～１／4

レストチロル�          

ビレッジ安曇野�          

プラザ安曇野�          

健康温泉館／しゃくなげ荘�          

ファインビュー室山�          

ほりでーゆ～　四季の郷�          

保養センター　長峰荘�  

湯多里山の神�      � � 　1/1 � 12/31は最終受付午後4時30分、午後5時閉館�

あづみのランド�   　　　12／30～１／１�      

天平の森�            冬季休業　12／10～3／14�         

自然体験交流センター「せせらぎ」� �   12／29～１／３�       

まちづくり会館（豊科）� �   12／29～１／３�       

三郷小倉多目的センター� �   12／29～１／３�       

三郷農村環境改善センター� �   12／29～１／３�       

旬の味ほりがね物産センター�   �              12／31～１／７（12／31は午前中のみ営業）�     

Ｖｉｆ（ビフ）穂高� � � 　　　１／１～１／３�    

こねこねハウス�      � � 　　　１／１～１／３�    

やすらぎ空間
�

三郷サラダ市� 　　　　　　　　　  12／29～１／11       

あかしな夢市場� 　　　　　　　　　　 12／28～1／５�        

三郷堆肥センター� 12／28～１／３　※28日は午前中のみ営業�        

公民館�          

（豊科・穂高・三郷・堀金・明科) � �  １２／２８～１／４�       

体育施設�          

豊科南社会体育館�  �        

穂高会館・総合体育館�          

三郷体育館（社会体育館）�          

堀金総合体育館�          

明科体育館�          

豊科武道館�          

豊科弓道場�          

豊科勤労者総合スポーツ施設�          

堀金多目的屋内運動場（常念ドーム）�          

三郷文化公園�  �  12／29～１／3       

図書館�          

（豊科・穂高・三郷・堀金・明科）� �  １２／２８～１／４�       

児童館�          

（豊科・穂高・明科）� �   １２／２９～1／３�      

博物館等施設�          

豊科近代美術館�  �        

安曇野髙橋節郎記念美術館�          

豊科郷土博物館�          

田淵行男記念館�          

飯沼飛行士記念館�          

貞享義民記念館�          

堀金歴史民俗資料館�          

臼井吉見文学館�          

明科歴史民俗資料館�          

三郷民俗資料館�          

穂高郷土資料館�                     １２／２８～２／２９�        

穂高陶芸会館�                  冬季休業　12／25～2／29         

穂高鐘の鳴る丘集会所�                  冬季休業　12／１～３／31         

碌山公園研成ホール  　　　　　　　　　　　　　　12／27～12／31　　　　　　　　　　　　　　　　　 　１／２

平成19年12月 平成20年１月
 27日（木）�28日（金）�29日（土）�30日（日）�31日（月）�１日（火）�２日（水）�３日（木）�４日（金）�５日（土）

　　　　　12／29～１／３

※30日の午前9時～午後4時は、各総合支所で

　市税・料金等休日窓口を開設します

無休

※営業時間に変更がある施設もありますので、

詳細は各施設にお問い合わせください

12／31～１／１
※31日は午後3時まで営業

１２／２８～１／４

１２／２８～１／４
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こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
を
迎
え
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
積
雪
が
10
㌢
以
上
に
な

る
と
除
雪
車
が
出
動
し
、幹
線
道
路
・

通
学
路
な
ど
の
交
通
の
確
保
を
優
先

し
て
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。
交
通

量
の
多
い
日
中
は
、
渋
滞
を
招
い
た

り
、
危
険
を
伴
う
た
め
、
除
雪
作
業

は
主
に
深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て
行

い
ま
す
。
で
き
る
か
ぎ
り
通
勤
・
通

学
時
ま
で
に
終
了
す
る
よ
う
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
大
雪
や
明

け
方
に
降
っ
た
と
き
は
、
間
に
合
わ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
除
雪
作
業
を
円
滑
に
行
う
た
め
、

次
の
こ
と
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
除
雪
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に

　
除
雪
車
は
、
通
勤
・
通
学
の
混
雑

す
る
時
間
帯
の
前
に
終
わ
ら
せ
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
や
む
を
得
ず
玄
関

や
車
庫
の
前
な
ど
に
雪
を
寄
せ
て
い

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
玄
関
先
な
ど

へ
寄
せ
ら
れ
た
雪
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
で
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
協
力
し
て
身
近
な
道
路
の
除
雪
を

　
市
で
除
雪
で
き
な
い
身
近
な
生
活

道
路
、
歩
道
な
ど
の
除
雪
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
や
障
害
者

世
帯
へ
の
除
雪
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
路
上
駐
車
な
ど
は
し
な
い

　
道
路
上
に
車
両
な
ど
が
あ
る
と
大

型
の
除
雪
車
が
前
に
進
め
ず
除
雪
が

後
回
し
に
な
っ
た
り
、
除
雪
が
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
隣
近
所
の

皆
さ
ん
の
迷
惑
と
な
り
、
救
急
車
・

消
防
車
の
活
動
の
妨
げ
に
な
り
ま
す

の
で
、
路
上
駐
車
は
し
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

■
雪
捨
て
の
注
意

　
除
雪
し
た
雪
を
道
路
に
出
す
と
、

道
幅
が
狭
く
な
っ
た
り
「
わ
だ
ち
」

が
で
き
た
り
す
る
な
ど
交
通
事
故
の

原
因
や
通
行
の
支
障
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
防
火
用
水
確
保
・
水
害
防
止

の
た
め
水
路
へ
の
雪
捨
て
は
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

■
作
業
中
の
除
雪
車
に
近
づ
か
な
い

　
除
雪
作
業
中
は
事
故
な
ど
が
起
き

な
い
よ
う
最
善
の
注
意
を
払
い
安
全

運
転
に
努
め
ま
す
。
特
に
小
さ
い
お

子
さ
ん
が
い
る
ご
家
庭
で
は
除
雪
作

業
中
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
凍
結
防
止
剤
の
配
布

　
凍
結
防
止
剤
に
つ
い
て
は
総
合
支

所
ご
と
例
年
同
様
に
配
布
し
ま
す
。

凍
結
の
恐
れ
の
あ
る
場
所
に
散
布
を

お
願
い
し
ま
す
。
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平成19年度　全国学力・学習状況調査の結果
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除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

本庁舎（　71・2000　FAX71・5000）  豊科総合支所（　72・3111　FAX72・8340）  穂高総合支所（　82・3131　FAX82・6622）  三郷総合支所（　77・3111　FAX77・6060）

堀金総合支所（　72・3106　FAX72・4900）  明科総合支所（　62・3001　FAX62・4747）  穂高健康支援センター（　81・1622　FAX81・0703）　

情報ボックス
Information Box

除雪に関する問い合わせ

　市道　各総合支所産業建設課または都市建設部建設課維持係

　　　　豊科総合支所（℡72・3111 FAX72・8340）�穂高総合支所（℡82・3131 FAX82・6622)

　　　　三郷総合支所（℡77・3111 FAX77・6060）�堀金総合支所（℡72・3106 FAX72・4900)

　　　　明科総合支所（℡62・3001 FAX62・4747）�建設課維持係（℡72・3111 FAX72・8340)

　国道19号　長野国道事務所松本国道出張所（℡25・5752）

　国道147号･403号･県道　安曇野建設事務所（℡72・8880 FAX72・8882）

　国道143号　松本建設事務所（℡47･7800 FAX47・8718）　

　市では、市内に住所があり、私立高等学校へ通学する生徒を持つ保護者の負担を軽減する

ために補助金を支給します。該当者する皆さんには、郵送または学校長を通じて申請に必要

な書類をお届けします。案内をご確認の上、教育委員会学校教育課に申請してください。な

お、通知が届かない場合、不明な点などがある場合はお問い合わせください。

■年間支給額　１人２万円

■問明科総合支所内教育委員会学校教育課（℡62・3001 FAX62・5721）

▼
▼

▼
▼

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
私立高等学校へ通う生徒の保護者の皆さんへ

Information
B O X

平成19年４月24日に実施された小学校６年生と中学校３年生を対象に実施された

全国学力・学習状況調査の安曇野市の結果の概要をお知らせします。

　なお、学力調査結果と学習状況調査結果との関連性につきましては、12月中を目途に
公表予定です。

■問明科総合支所内安曇野市教育委員会学校教育課学校教育係
　　　　　　 （℡62・3001 FAX62・5721）

■小学校国語

○国語A　主として「知識」に関する問題

全国（公立）の平均正答率よりも少し上回り、長野県（公立）の平均正答率よりも、

やや上回っている。

○国語B　主として「活用」に関する問題

全国（公立）および長野県（公立）の平均正答率よりも、ともに上回っている。

■小学校算数
○算数A　主として「知識」に関する問題

全国（公立）の平均正答率よりも上回り、長野県（公立）の平均正答率よりも、
少し上回っている。

○算数B　主として「活用」に関する問題
全国（公立）の平均正答率より少し上回り、長野県（公立）の平均正答率よりも、
やや上回っている。

■中学校国語
○国語A　主として「知識」に関する問題

全国（公立）の平均正答率より上回り、長野県（公立）の平均正答率よりも、
やや上回っている。

○国語B　主として「活用」に関する問題
全国（公立）の平均正答率より上回り、長野県（公立）の平均正答率よりも、
少し上回っている。

■中学校数学
○数学A　主として「知識」に関する問題

全国（公立）の平均正答率より上回り、長野県（公立）の平均正答率よりも、
少し上回っている。

○数学B　主として「活用」に関する問題
全国（公立）の平均正答率より上回り、長野県（公立）の平均正答率よりも、
少し上回っている。
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年
末
の
交
通
安
全
運
動

　
～
悪
質
・
危
険
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う

～

　
12
月
11
日
（
火
）
か
ら
31
日
（
月)

ま
で
県
内
一
斉
に
年
末
の
交
通
安
全

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
気
忙
し
い
こ
の
時
期
、
夕
暮
れ
時

が
早
ま
り
、
例
年
交
通
事
故
が
多
発

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
忘

年
会
な
ど
、
飲
酒
の
機
会
が
増
え
ま

す
。「
運
転
す
る
な
ら
お
酒
を
飲
ま
な

い
」「
運
転
す
る
人
に
は
お
酒
を
勧
め

な
い
」
な
ど
を
徹
底
し
、
安
全
な
安

曇
野
市
を
皆
さ
ん
で
つ
く
る
た
め
、

次
の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▼
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

・
市
内
で
は
、
ま
だ
飲
酒
運
転
、
ス

ピ
ー
ド
違
反
・
信
号
無
視
な
ど
の

悪
質
、
無
謀
な
事
故
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
主

役
に
な
れ
ば
、
飲
酒
運
転
や
悪

質
・
危
険
運
転
は
根
絶
で
き
ま
す
。

・
夕
暮
れ
時
の
早
め
に
ヘ
ッ
ド
ラ
イ

ト
を
点
灯
し
、
歩
行
者
な
ど
の
早

期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・
助
手
席
・
後
部
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
も
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

車
を
運
転
す
る
時
も
、
同
乗
す
る

時
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

▼
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

・
夕
方
や
夜
間
な
ど
は
運
転
者
か
ら

歩
行
者
な
ど
は
見
え
に
く
く
な
っ

て
い
ま
す
。
外
出
す
る
と
き
は
、

反
射
材
な
ど
を
身
に
付
け
る
な
ど

事
故
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
工
夫
を

し
ま
し
ょ
う
。

■問
堀
金
総
合
支
所
内
危
機
管
理
室

　(

℡
72
・
６
７
６
９ 

FAX
72
・
６
７
３
９)

　
年
末
特
別
警
戒
の
実
施

 

「
年
の
暮
れ
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
」

　
年
末
が
迫
り
、
全
国
的
に
強
盗
事

件
な
ど
の
凶
悪
犯
罪
や
交
通
事
故
な

ど
が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

警
察
、防
犯
協
会
な
ど
で
は
、年
末
特

別
警
戒（
防
火
・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
お

よ
び
防
犯
診
断
）
を
12
月
11
日
（
火)

か
ら
31
日
（
月
）
ま
で
実
施
し
ま
す
。

　
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
に
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

犯
罪
者
は
、
地
域
の
「
目
」
を
気
に

し
ま
す
。
身
の
回
り
を
点
検
す
る
と

と
も
に
、
地
域
で
犯
罪
や
事
故
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

 

自
己
防
衛
の
ポ
イ
ン
ト

◎
車
上
ね
ら
い
に
注
意
！ 

・
市
内
で
は
、
車
上
ね
ら
い
に
よ
る

被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
自

宅
の
敷
地
内
で
も
被
害
に
遭
う
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
車
内
に
は
貴

重
品
な
ど
を
置
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

◎
空
き
巣
に
注
意
！

・
昼
間
、
住
人
の
い
な
い
無
施
錠
の

住
宅
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。「
自
分

だ
け
は
大
丈
夫
」
だ
と
過
信
せ
ず
、

戸
締
ま
り
、
火
の
元
に
は
十
分
注

意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

■問
堀
金
総
合
支
所
内
危
機
管
理
室

　(

℡
72
・
６
７
６
９ 

FAX
72
・
６
７
３
９)

ま
た
は
安
曇
野
警
察
署
・
安
曇
野

市
防
犯
協
会
連
合
会
（
℡
72
・
０

１
１
０
）
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家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

　
資
産
税
課
へ

　
家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１

月
１
日
に
存
在
す
る
も
の
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

　
平
成
19
年
中
に
家
屋
の
全
部
ま
た

は
一
部
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
登

記
の
有
無
や
床
面
積
の
大
小
に
か
か

わ
ら
ず
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
届
け
出
が
な
い
場
合
に
は
、
課
税

台
帳
に
登
録
さ
れ
た
ま
ま
と
な
り
、

翌
年
度
も
引
き
続
き
課
税
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
届
出
方
法
　
各
総
合
支
所
地
域
支

援
課
税
務
会
計
係
備
え
付
け
の

「
家
屋
取
り
壊
し
申
告
書
」
に
記

入
し
て
い
た
だ
く
か
、
豊
科
総
合

支
所
内
資
産
税
課
ま
で
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。
後
日
確
認
に
伺

い
ま
す
。
な
お
、
取
り
壊
し
申
告

書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■問
豊
科
総
合
支
所
内

　
総
務
部
資
産
税
課
家
屋
係

　(

℡
72
・
３
１
１
１ 

FAX
72
・
８
３
４
０)

　
県
北
安
曇
地
方
事
務
所
か
ら

　
用
水
の
減
水
の
お
知
ら
せ

　
県
北
安
曇
地
方
事
務
所
で
は
、
県

営
か
ん
が
い
排
水
事
業(

水
路
工
事)

を
大
町
市
町
川
地
区
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
工
事
に
伴
い
、
用
水
が
減
水

す
る
影
響
で
明
科
七
貴
地
区
を
流
れ

る
用
水
も
減
水
し
て
い
ま
す
。
地
域

の
皆
さ
ん
に
は
、
火
の
元
な
ど
に
、

十
分
気
を
付
け
て
い
た
だ
き
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
減
水
期
間

　
11
月
23
日(

金)

～
３
月
31
日(

月)

■問
北
安
曇
地
方
事
務
所
農
地
整
備
課

　(

℡
０
２
６
１
・
22
・
５
１
１
１

　

FAX
０
２
６
１
・
23
・
６
５
１
８)

　
12
月
10
日
（
月
）
～
16
日
（
日
）

　
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

　
わ
が
国
の
拉
致
問
題
の
解
決
と
北

朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に

つ
い
て
の
関
心
と
認
識
を
深
め
て
い

く
た
め
、
日
本
政
府
は
毎
年
12
月
の

１
週
間
を
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間
」
と
法
律
で
定
め
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
、
首
相
官
邸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■問
安
曇
野
警
察
署(

℡
72
・
０
１
１
０)

　
県
安
曇
野
建
設
事
務
所
か
ら

　
冬
期
間
の
通
行
規
制
に
つ
い
て

　
積
雪
や
雪
崩
な
ど
に
よ
る
交
通
の

危
険
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
路
線

で
通
行
規
制
を
実
施
し
ま
す
。

67

●固定資産税…………………………………………�（第３期）

●国民健康保険税……………………………………�（第６期）

●介護保険料…………………………………………�（12月分）

●水道料金…………………………………�（穂高･三郷地域）

●下水道使用料………………………�（豊科･堀金･明科地域）

●下水道事業受益者負担金(分担金）……………�（第３期）

　　　＝納期限は12月25日（火）＝
※休日納付窓口は、12月30日（日）と１月６日（日）です。
　各総合支所の窓口で市税・各種料金などの納付が
　できます。

せ

ら

知

お

12月の納期

本庁舎（　71・2000　FAX71・5000）  豊科総合支所（　72・3111　FAX72・8340）  穂高総合支所（　82・3131　FAX82・6622）  三郷総合支所（　77・3111　FAX77・6060）

堀金総合支所（　72・3106　FAX72・4900）  明科総合支所（　62・3001　FAX62・4747）  穂高健康支援センター（　81・1622　FAX81・0703）　

情報ボックス
Information Box

2007.12.５　広報あづみの　お知らせ版広報あづみの　お知らせ版　2007.12.５

12月10日(月)から
拾得物・忘れ物の取扱制度が変わります
　「財布を落としてしまった」「電車の中で

傘を忘れてしまった」。 皆さんにも少なから

ず経験がある落とし物や忘れ物に関する法律

（遺失物法）が次のとおり変わります。

①落とし物や忘れ物の

保管期間が３カ月になります

落とし主を探し、また落とし主からの連絡を

待つ期間が６カ月から３カ月に変更になります。

②落とし物や忘れ物の情報がインターネット

　で公表され、探しやすくなります

各都道府県内で取り扱われた拾得物に関する

情報がホームページで公表されます

③携帯電話やカード類など個人情報が入った

物は、拾った人が所有権を取得できなくな

ります

個人情報が入った拾得物は、個人情報保護な

どの観点から落とし主が見付からない場合でも、

拾得者に所有権が移転しないことになります。

④公共交通機関や店舗など多くの拾得物を扱

う事業者を対象に特例施設占有制度が新設

されます。

公共交通機関および公安委員会から指定を受

けた施設の占有者は、２週間以内に拾得物につ

いて警察に届け出たときは、その拾得物を自ら

保管できるようになります。

⑤傘や衣類など大量・安価な物などで、２週

間以内に落とし主が見つからない場合は売

却できることになります

拾得物は、これまですべて一律６カ月間保管

されていましたが、傘や衣類などの大量・安価

な物や保管に不相当な費用を要する物について

は、２週間以内に落とし主が見付からない場合

は、売却の処分ができるようになります。

■問安曇野警察署会計課

　　　　　　　　　　　（TEL72・0110）

路線名� 規制区間� 規制期間� 規制種別

一般県道

槍ヶ岳矢村線（通称：中房線）

一般県道　　　　一般県道

小倉梓橋(停)線～豊科大天井岳線

（通称：スカイライン）

一般県道　豊科大天井岳線

穂高有明中房温泉
　　　～
穂高有明字宮城

三郷小倉字
北小倉八幡宮
　　～
三郷小倉展望台

全面通行止

堀金烏川須砂渡上
　　～
堀金烏川小野沢
5号橋上

12月3日（月）
午後3時

～
平成20年

４月25日（金）
正午まで

※積雪などの状況
により規制解除
日が遅れる場合
があります。
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医
療
費
控
除
（
お
む
つ
使
用
証
明
書)

　
確
定
申
告
の
際
に
お
む
つ
領
収
書

と
一
緒
に
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」

を
添
付
す
る
こ
と
で
、
医
療
費
控
除

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
証
明
書
の
発
行

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
各
総
合
支

所
市
民
福
祉
課
に
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象

・
６
カ
月
以
上
寝
た
き
り
状
態
に
あ

る
人
。
ま
た
は
、
同
様
の
状
態
と

認
め
ら
れ
る
人
で
医
師
が
お
む
つ

の
使
用
が
必
要
で
あ
る
と
証
明
し

た
人
。

※
初
め
て
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る

場
合
は
、
主
治
医
に
作
成
し
て
も

ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
２
回
目
以
降
申
請
す
る
人
で
、
介

護
保
険
の
主
治
医
意
見
書
で
、
お

む
つ
の
必
要
性
が
確
認
で
き
る
場

合
に
は「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」の

代
わ
り
に
、
市
が
「
主
治
医
意
見

書
の
内
容
確
認
し
た
書
類
」
を
発

行
し
ま
す
。

■問
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
福
祉
係

　
障
害
者
控
除

　
対
象
者
認
定
書
交
付

　
市
で
は
、
納
税
者
自
身
ま
た
は
控

除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親
族
が
、
所

得
税
法
上
の
障
害
者
に
当
て
は
ま
る

場
合
に
は
、
身
体
障
害
者
に
準
ず
る

者
等
と
し
て
市
福
祉
事
務
所
長
の
認

定
を
受
け
る
こ
と
で
、
一
定
の
金
額

の
所
得
控
除
（
障
害
者
控
除
）
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
請
を
希

望
す
る
場
合
は
、
穂
高
総
合
支
所
内

高
齢
者
介
護
課
介
護
支
援
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
障
害
者
控
除
対
象
者
と
控
除
額

・
年
齢
65
歳
以
上
で
介
護
保
険
法
の

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
。

※
左
表
参
照

■
申
請
方
法
　
各
総
合
支
所
市
民
福

祉
課
窓
口
に
あ
る
「
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
申
請
書
」
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■問
穂
高
総
合
支
所
内

　
高
齢
者
介
護
課
介
護
支
援
係

　(

℡
82
・
３
１
３
１ 

FAX
82
・
６
６
２
２)
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消
防
署
か
ら

　
年
の
瀬
を
迎
え
、
火
災
予
防
を

　
年
の
瀬
は
慌
た
だ
し
く
、
ち
ょ
っ

と
し
た
不
注
意
で
、
火
災
が
発
生
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
よ
い
新
年
を

迎
え
る
た
め
に
次
の
点
に
気
を
付
け
、

火
災
予
防
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

・
ス
ト
ー
ブ
な
ど
火
気
の
周
り
に
は

燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

・
タ
バ
コ
は
、
火
を
つ
け
た
ま
ま
灰

皿
の
上
に
放
置
し
な
い
。

・
天
ぷ
ら
な
ど
を
揚
げ
て
い
て
、
電

話
や
訪
問
者
の
応
対
に
出
る
と
き

は
、
火
を
消
し
て
か
ら
。

・
マ
ッ
チ
、
ラ
イ
タ
ー
な
ど
は
、
子

ど
も
の
手
が
届
か
な
い
と
こ
ろ
に

保
管
す
る
。

・
家
の
周
囲
に
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
を
放
置
し
な
い
。

■問
豊
科
消
防
署(

℡
72
・
３
１
４
５)

穂
高
消
防
署(

℡
82
・
３
２
６
２)

明
科
消
防
署(

℡
62
・
２
９
９
２)

梓
川
消
防
署(

℡
78
・
２
０
９
０)

　
農
業
委
員
会

　
各
総
合
支
所
出
張
相
談
日
の
変
更

　
農
業
委
員
会
事
務
局
で
は
、
１
月

か
ら
各
総
合
支
所
で
行
っ
て
い
る
出

張
相
談
日
を
変
更
し
ま
す
。
こ
れ
ま

で
毎
月
５
日
か
ら
10
日
の
間
に
各
総

合
支
所
で
出
張
相
談
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
今
後
は
、
次
の
と
お
り
に

な
り
ま
す
。
毎
月
の
相
談
日
は
、
広

報
紙
な
ど
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
今
後
の
日
程

　
１
月
　
７
日(

月)

・
８
日(

火)

　
　
　
　
９
日(

水
）

　
２
月
　
５
日(

火)

・
６
日(

水
）

　
　
　
　
７
日(
木
）

　
３
月
　
５
日(
水)
・
６
日(

木
）

　
　
　
　
７
日(

金
）

■問
三
郷
総
合
支
所
内
農
業
委
員
会
事
務
局

　(

℡
77
・
３
１
１
１ 

FAX
77
・
６
０
６
０) 

　
司
法
書
士
に
よ
る

　
登
記
・
法
律
無
料
相
談

　
司
法
書
士
に
よ
る
登
記
・
法
律
無

料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
土
地
や
建
物
の
相
続
・
贈
与
、
売

買
な
ど
の
不
動
産
の
権
利
の
登
記
や

会
社
・
法
人
な
ど
の
設
立
・
変
更
・

解
散
な
ど
の
登
記
、
裁
判
所
へ
の
提

出
書
類
の
作
成
な
ど
関
連
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
内

容
な
ど
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
日
時
　
12
月
20
日
（
木
）

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

■
場
所
　
豊
科
公
民
館
２
階
小
会
議
室

■
今
後
の
予
定

　
第
４
回
　
３
月
21
日
（
金
）

■問
豊
科
総
合
支
所
内

　
都
市
建
設
部
監
理
課

　(

℡
72
・
３
１
１
１ 

FAX
72
・
８
３
４
０)

　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
を
募
集

　
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
会
議

地
域
づ
く
り
部
会
で
は
、
市
が
来
年

度
設
置
す
る
予
定
の
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）
の
機
能
や
役
割
に
つ

い
て
検
討
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発

足
さ
せ
ま
す
。
そ
こ
で
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
参
加
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

な
お
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
は
、
来

年
１
月
か
ら
３
月
の
間
に
６
回
程
度

で
、
原
則
夜
間
に
開
催
し
ま
す
。

■
対
象
　
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

■
募
集
人
員
　
10
人
程
度

■
募
集
期
間
　

　
12
月
10
日(

月)

～
21
日(

金)

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

■
申
込
方
法
　
三
郷
総
合
支
所
内
安

曇
野
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
へ
電
話
な

ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■問
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
会
議

事
務
局
（
三
郷
総
合
支
所
内
安
曇

野
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
）

(

℡
77
・
３
１
１
１ 

FAX
77
・
６
０
６
０)

相

談

89

募

集

寄付・寄贈のお礼
（平成19年10月17日～11月13日）【敬称略】

熟年期をどう生きるか？　～総まとめ交流会～
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　中信街商組合 組合長 布野一重　20万円（福

祉のため）　穂高ライオンズクラブ 会長 六

川喜美人　15万円（穂高地域小・中学校への

図書代として）　堀金筝曲あすか会 大阪古

典鶴研究会　2万3千円（老人福祉のため）

※知的障害者・精神障害者・身体障害者・戦傷病者等
　の手帳を有している人は、障害者控除対象者認定書
　の交付は必要ありません。

　安曇野地域住民ネットワーク（渡辺修代表）福祉部会では、市内５地域で高齢期の生きがいな
どを語り合う会を開催してきました。今回は、これまでの活動の総まとめと交流会を行います。
■日　　時　12月16日（日）　午前11時～午後３時
■場　　所　豊科老人福祉センター
■参 加 費　500円（昼食代含む）
■内　　容　演芸発表・プレゼント交換など
　　　　　　※プレゼント交換のために、自宅で不用な物(500円程度)を持参してください。
■申込方法　12月12日（水）までに、安曇野地域住民ネットワーク福祉部会へ電話または
　　　　　　FAXで住所・氏名・電話番号をお知らせください。

■問安曇野地域住民ネットワーク福祉部会�中槇さん（℡・FAX73・3219）
� 松沢さん（℡070・5081・0210 FAX72・0817）
　または穂高健康支援センター内健康福祉部社会福祉課（℡81・0716 FAX81・0703）

▼

▼

▼

福

祉

健

康

状態� 控除額

障
害
者�

特
別
障
害
者

要介護１以上で直近の認定
調査表・主治医意見書等を
もとにした障害高齢者の日
常生活自立度（寝たきり
度）または認知症高齢者の
日常生活自立度で判断する
ものとし、日常生活を遂行
する能力の中で、体幹の機
能障害があり全般的に不安
定さが見られ、生活の一部
について部分的介護を要す
る人

所得税27万円
住民税26万円

所得税40万円
住民税30万円

日常生活活動の食事、排せ
つ、着替えのいずれにおい
ても介護者の援助を全面的
に必要とし、１日中ベット
の上で過ごす状態である要
介護３以上の人です
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あ
づ
み
野
ラ
ン
ド 

健
康
教
室

　
あ
づ
み
野
ラ
ン
ド
で
は
、
１
月
か

ら
始
ま
る
健
康
教
室
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

■
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
　
火
曜
日
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
12
回
）

・
日
程
　
１
月
８
日
～
３
月
25
日
の

　
　
　
　
毎
週
火
曜
日

・
時
間
　
午
後
１
時
45
分
～

■
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
　
金
曜
日
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
12
回
）

・
日
程
　
１
月
11
日
～
３
月
28
日
の

　
　
　
　
毎
週
金
曜
日

・
時
間
　
午
後
１
時
45
分
～

【
共
通
事
項
】

・
定
員
　
各
40
人

・
受
講
料
　
２
、
４
０
０
円

・
使
用
料
　
６
０
０
円
（
毎
回
）

※
入
浴
料
込
み
で
す
。

■
申
込
方
法
　
12
月
26
日
（
水
）
の

午
後
１
時
30
分
か
ら
電
話
か
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
あ
づ
み
野
ラ
ン
ド
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
で
す
。

※
12
月
30
日
～
１
月
１
日
は
年
末
年

始
休
業
に
な
り
ま
す
。

■問
あ
づ
み
野
ラ
ン
ド

　(

℡
82
・
０
２
５
６ 

FAX
82
・
０
２
５
７)
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豊
科
図
書
館
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
調
べ

　
図
書
館
で
は
、
一
足
早
く
音
楽
の

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
皆
さ
ん

に
お
贈
り
し
ま
す
。
入
場
無
料
で
す

の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
12
月
16
日
（
日
）

　
　
開
場
　
午
後
１
時

　
　
開
演
　
午
後
１
時
30
分

■
場
所
　
豊
科
公
民
館
２
階
大
会
議
室

■
定
員
　
１
０
０
人

■
内
容
　
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
・
ア

ニ
メ
ソ
ン
グ
な
ど
を
中
心
に
演
奏

を
し
ま
す
。
ま
た
、
音
楽
関
係
・

ク
リ
ス
マ
ス
関
連
の
本
も
展
示
し

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
演
奏
者

　
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
　
遠
山 

望
さ
ん

　
ピ
ア
ノ
　
　
　
阿
部 

清
美
さ
ん

■
そ
の
他
　
託
児
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
事
前
に
豊
科
図
書
館
に
ご
相

談
く
だ
さ
い

■問
豊
科
図
書
館

　(

℡
72
・
２
１
５
８ 

FAX
73
・
６
４
０
１)

　
第
１
回

　
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
発
見
ウ
オ
ー
ク

　
安
曇
野
の
持
つ
魅
力
を
再
発
見
す

る
た
め
、
師
走
の
安
曇
野
を
歩
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　
12
月
15
日
（
土
）

　
　
午
前
９
時
～
午
後
１
時
30
分

■
集
合
場
所
　
豊
科
南
部
総
合
公
園

■
行
程
　
豊
科
南
部
総
合
公
園
～
神

代
文
字
碑
（
道
祖
神
）
～
じ
て
ん

し
ゃ
ひ
ろ
ば
（
ゲ
ー
ム
）
～
豊
科

南
部
総
合
公
園
（
昼
食
・
民
話
）

※
昼
食
は
、
昔
な
が
ら
の
炊
き
方
の

　「
ぬ
か
く
ど
ご
飯
」
の
お
に
ぎ
り

※
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
あ
り

■
参
加
費
　
１
人
１
０
０
円
（
保
険

料
お
よ
び
昼
食
材
料
費
）

■
定
員
　
15
組
（
先
着
順
）

※
家
族
以
外
の
組
は
１
組
３
人
ま
で

■
持
ち
物
　
は
し
、お
わ
ん
、水
筒
、雨
具

■
申
込
方
法
　
12
月
７
日
（
金
）
～

13
日
（
木
）
ま
で
の
平
日
に
安
曇

野
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
へ
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■問
三
郷
総
合
支
所
内

　
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室

　(

℡
77
・
３
１
１
１ 

FAX
77
・
６
０
６
０)

Ｅ
メ
ー
ル

　azum
ino-brand@

city.azum
ino.nagano.jp

1011

平成19年度 市民大学講座　安曇野セミナー参加者を募集します

献血にご協力をお願いします
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教

室

催

し

平成19年度 市民大学講座　安曇野セミナー参加者を募集します
　安曇野市と信州大学人文学部の連携協定による市民大学講座（４回シリーズ）の第２回と
第３回を次のとおり開催しますので、参加を希望する場合はお申し込みください。
《第２回》
■開催日　12月12日(水)
■講師　今井 章さん（信州大学人文学部准講師）
■演題「こころとからだの心理学」
　私たちは、悲しいときには涙が出たり、とても緊張
しているときには心臓がドキドキしたりします。この
ような心と身体の相互作用を追及し、その関係を心理
学的な立場から解き明かしていきます。
《第３回》
■開催日　12月20日（木）
■講師　串本 潤児さん（信州大学人文学部准講師）
■演題「安曇野から地域文化と平和を考える」
　上原良司や清沢洌の思いや人生を通して、安曇野と
　いう地域の文化の特性、特に「平和」への思いを考
　え、語り合います。

◆今後の予定◆
《第４回》　１月22日（火）演題「安曇野の方言のいま」　
� 講師　山田 健三さん（信州大学人文学部准教授）
� 　　　白井 純さん（信州大学人文学部講師）

■問明科総合支所内社会教育課社会教育係（℡62・4565 FAX62・3525）

　献血が次のとおり実施されますので、市
民の皆さんのご協力をお願いします。
■日程
・12月21日（金）三郷保健センター
　　午前９時30分～11時30分
・12月27日（木） 穂高健康支援センター
　　午前10時～正午
・12月27日（木） 堀金総合支所
　　午後２時～４時
■献血できる人
　16歳～69歳（65歳以上の人は60歳～64
歳の間に献血経験のある人に限る）までの
健康な人。ただし、輸血の安全性を確保す
るため、条件によってはご遠慮いただくこ
とがあります。詳しくは、長野県赤十字血
液センター（℡026・228・1414）へお問
い合わせください。
※初めて献血をする場合は、ご自身を証明

できるもの（運転免許証・パスポート・
健康保険証など）の提示が必要です。

■問穂高健康支援センター内
　健康推進課（℡81・0726 FAX81・0703)

【両講座共通】
■時間　午後７時～８時30分
■場所　碌山公園研成ホール
　　　　　　　（碌山美術館南）
■対象　市内在住の人
■定員　50人（先着順）
■参加費　無料
■申込方法　明科総合支所内社会

教育課へ電話などでお申し込み
ください。定員になり次第終了
となります。

（繰越）交通安全等施設整備事業　市道豊科北部２０９号線歩道設置工事�豊科田沢� ㈱ワークメイト� 14,595,000

まちづくり交付金事業　神明通線外２線改良工事� 豊科� ㈱山本組 � 25,200,000

御宝田多目的グランド整備工事� 明科御宝田� ㈲山一造園 � 4,305,000

三郷児童館新築工事� 三郷明盛� ㈱中村建工 � 243,600,000

市単道路維持事業　市道三郷１０６号線外　舗装修繕工事� 三郷明盛� 曽根原建設㈱ � 5,512,500

市単道路維持事業　市道穂高２級１７号線外　下水道舗装本復旧工事� 穂高有明� ㈱寿建設� 9,660,000

市単道路維持事業　市道豊科２級１号線外　上下水道舗装本復旧工事� 豊科高家� ㈱山本組 � 14,700,000

市単道路維持事業　市道豊科２級１号線外　道路横断溝改修工事� 豊科高家� 渡辺建設� 3,307,500

市単道路維持事業　市道堀金２－５１号線　舗装修繕工事� 堀金烏川� 猿田建設㈱� 13,440,000

市道新設改良事業　明科長久保地籍地すべり災害に伴う　緊急避難路補修工事�明科東川手� 山﨑建設㈱� 2,625,000

道路改良工事に伴う代替地造成工事� 三郷温� ㈲中部エンジニア� 2,520,000

堀金保育園整備事業　市道堀金２１２号線歩道新設工事� 堀金烏川� 猿田建設㈱� 28,560,000

堀金保育園整備事業　市道堀金２級５８号線歩道新設工事� 堀金烏川� 立商工事㈲� 25,410,000

堀金保育園整備事業　堀金保育園移転新築工事� 堀金烏川� � 745,185,000

（交付金・市単）公共下水道関連　道路占用路面復旧（熊倉工区）工事� 豊科高家� ㈱武井建設� 18,060,000

（国補・市単）公共下水道　吉野梶海渡第４工区管渠工事� 豊科� 信和建設㈱� 16,170,000

（国補・市単）公共下水道　細萱中央幹線第３工区管渠工事� 豊科南穂高� ㈱振興建設� 21,840,000

（国補・市単）公共下水道　真々部西枝線第１工区管渠工事� 豊科高家� 富士開発㈱� 16,747,500

（国補・市単）公共下水道　真々部中央枝線第２工区管渠工事� 豊科高家� ㈱武井建設�  25,935,000

（国補・市単）公共下水道　真々部南枝線第１工区管渠工事� 豊科高家� 猿田建設㈱ � 26,565,000

（国補・市単）公共下水道　中曽根夫領第２工区管渠工事� 豊科高家� ㈱佐原建設� 26,250,000

（国補・市単）公共下水道　矢原高見工区その２管渠工事� 穂高� ㈱横内組� 25,410,000

（国補・市単）公共下水道関連　道路占用路面復旧（新田工区）工事� 豊科� ㈱佐原建設� 23,100,000

（国補・市単）特環公共下水道　富田２８工区管渠工事� 穂高有明� 岩渕建設㈱� 15,960,000

（市単）公共下水道狐島その８枝線管渠工事� 穂高北穂高� ㈲丸正小林建設� 5,880,000

市単道路維持事業　市道堀金１８１号線外　下水道舗装本復旧工事� 堀金烏川� ㈱振興建設� 10,867,500

穂高総合体育館アリーナの安定器交換及び水銀灯ランプ取替え� 穂高総合体育館� ㈱有賀電気工事� 2,919,000

入札契約・結果（平成19年9月分）

工事名� 工事個所� 請負者� 請負代金

岡谷・大丸　特定
建設工事共同企業体

（単位：円）

　安曇野市と信州大学人文学部の連携協定による市民大学講座（４回シリーズ）の第２回と
第３回を次のとおり開催しますので、参加を希望する場合はお申し込みください。
《第２回》
■開催日　12月12日(水)
■講師　今井 章さん（信州大学人文学部准講師）
■演題「こころとからだの心理学」
　私たちは、悲しいときには涙が出たり、とても緊張
しているときには心臓がドキドキしたりします。この
ような心と身体の相互作用を追及し、その関係を心理
学的な立場から解き明かしていきます。
《第３回》
■開催日　12月20日（木）
■講師　串本 潤児さん（信州大学人文学部准講師）
■演題「安曇野から地域文化と平和を考える」

上原良司や清沢洌の思いや人生を通して、安曇野と
いう地域の文化の特性、特に「平和」への思いを考
え、語り合います。

◆今後の予定◆
《第４回》　１月22日（火）演題「安曇野の方言のいま」　
� 講師　山田 健三さん（信州大学人文学部准教授）
� 　　　白井 純さん（信州大学人文学部講師）

■問明科総合支所内社会教育課社会教育係（℡62・4565 FAX62・3525）
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平成20年度　市職員(非常勤職員)の募集
市では、来年4月から勤務していただく市職員（非常勤職員）を次のとおり募集します。

　　■雇用期間　平成20年4月１日～平成21年3月31日

　　■募集職種　下表のとおり

　　■募集人員　いずれの職種も若干名

　　■申込期間　12月10日（月）～12月21日（金）（土・日および祝日は除く）

勤務条件

原則として午前８時30分～午

後５時15分。ただし、職種に

より勤務時間の変更あり。

年次休暇・賃金一時金(賞与)

・通勤費・各種保険は、勤務

条件により異なりますので、詳

しくはお問い合わせください。

応募方法

本庁・各総合支所地域支援課

窓口に置いてあります所定の

申込書に必要事項を記入して

各担当窓口に持参してくださ

い。(ホームページにも申込書

を掲載します)

※郵送による受付は、原則不可

※募集職種により提出窓口が

異なりますのでご注意くだ

さい。

選考方法

必要に応じ、面接などを実施

する場合があります。詳しく

は申込書の受付時にお知らせ

します。

募集職種� 資格など� 問い合わせ・応募書類提出先� 勤務条件･応募方法

レセプト点検

看護師

介護認定調査員

ケアマネジャー

障害者

支援ワーカー

保育士・看護師

歯科衛生士

保健師

学校図書司書

幼稚園教諭

図書館司書

児童厚生員

児童クラブ指導員

要経験

要職種資格

介護・看護等経験

要職種資格

社会福祉士

または

精神保健福祉士

要職種資格

要職種資格

要職種資格

要職種資格

要職種資格

児童厚生員・教

員・保育士資格

または要経験

穂高総合支所内

市民環境部市民課

(TEL82・3131 内線206 FAX82・6622) 

穂高総合支所内

健康福祉部高齢者介護課介護支援係

(TEL82・3131 内線240 FAX82・6622) 

穂高健康支援センター内

健康福祉部社会福祉課

(TEL81・1622 内線220 FAX81・0703)

穂高健康支援センター内

健康福祉部児童保育課

(TEL81・0728 内線420 FAX81・0703) 

穂高健康支援センター内

健康福祉部健康推進課

(TEL81・1622 内線510 FAX81・0703) 

明科総合支所内

教育委員会学校教育課

(TEL62・3001 内線165 FAX62・5721) 

明科総合支所内

教育委員会学校教育課

(TEL62・3001 内線261 FAX62・3525) 

三郷総合支所

市民福祉課福祉係

(TEL77・3111 内線1136 FAX77・6060) 

明科総合支所

市民福祉課福祉係

(TEL62・3001 内線145 FAX62・4747) 

※無資格（一般事務員など）の職員については、改めて別に募集します。

主な職種の賃金（平成20年度予定）　　　　　　　　　【単位：円】

非常勤職員登録も受付中

　非常勤職員（短期雇用）登録

も随時受け付けています。

　この制度は、１年間を通して

勤務できないが、短（時間）期

間なら勤務できる人に登録をし

ていただき、雇用の必要が発生

した場合に、勤務をお願いする

ものです。なお、登録は本庁舎

内総務部人事課で受け付けてい

ます。登録制度の内容など詳し

くは、お問い合わせください。

■問総務部人事課

（℡71・2000 FAX71・5155)

職　種� 時　給�日　額� 月　額

保育士・幼稚園教諭� 930� 7,400� 155,700～166,900

保健師� 1,030� 8,200� 172,200～182,400

看護師� 1,030� 8,200� 172,200～175,600

歯科衛生士� 930� 7,400� 161,600

介護認定調査員� ―� 8,000� ―

ケアマネジャー� 1,100� 8,700� ―

社会福祉士・精神保健福祉士� 1,030� 8,200� ―

図書館司書・学校図書館司書� 860� 6,880� 144,500

児童厚生員・児童クラブ指導員� 930� 7,400� 155,700


